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　夏は台風や集中豪雨が発生しやすくなる季節です。もしもの時に備え、地域防災の中核として、消防団が活動
しています。今回は、皆さんの安全・安心を守る、消防団の活動を紹介します。そして、防災のためには、地域
でできることや自分でできることがあります。防災のことを考えてみませんか？
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▼消防団の組織図

本  団

2 分団

7 分団

5 分団

4 分団

伊達支団

梁川支団

保原支団

霊山支団

月舘支団 2 分団

本団と 5つの支団、各地区を管轄する 20の分団で構成

▼消防団の主な年間計画（H30 年度） 

月 活動内容など

4 月 辞令交付式

6月 市消防団消防操法大会（隔年）

8月 県消防操法大会（隔年）

10月
秋季検閲

市防災訓練

1月
出初式

文化財防火デー

3月 初午行事

随時 各部各班での訓練・予防啓発活動

▼消防団の主な活動 
平常時：消火訓練、救助・救護訓練、
機材の点検整備、火災防止の広報活動
など

災害時：消火活動、行方不明者の捜索、
救助・救出など
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　自然災害はいつ起こるか分かりません。災害から身を守るには、防災への意識を高く持ち、いざという時の対
策を考える必要があります。防災には、ひとりひとりの日頃の備え、そして地域の力が不可欠です。

Pick up! 福島県消防操法大会

　8月 26日㊐、福島県消防学校を会場に第 41回福島
県消防操法大会が開催されます。本市からは、小型ポ
ンプ操法の部に梁川支団、ポンプ車操法の部に保原支
団が出場します。

　目指すは優勝ただひとつ！県大会
は通過点に過ぎません。チームは全
国大会を見据えています。皆さんの
応援よろしくお願いします！

梁川支団第 5分団
齋藤 市さん

　伊達市の消防操法を遺憾なく発
揮してきます。皆さんの応援と期
待を胸に、チーム一丸となって優
勝を目指してがんばります！

保原支団第 5分団
小野  浩史さん

自分の地域は、自分で守る

地域で防災に取り組む

地域に防災を PR ！消防団の「ラッパ隊」

　式典で指揮命令を伝えるのがラッ
パ隊の役目です。ほかには、地域の
運動会などで演奏したり、地域の皆
さんに予防消防を PRしています。
楽器の経験、未経験は問いません。
あなたも隊員になりませんか？ラッパ隊長

大橋 幸治さん

①住民票の住所が伊達市にあること
②  18 歳以上 65歳未満で、心身ともに健康で
あること
①②をどちらも満たす人ならどなたでも入団で
きます。入団を希望する人は、消防防災課消防
係（☎ 575-1222）にご連絡ください。

消防団員募集！

自主防災組織の結成を推進しています
　詳しくは消防防災課防災企画係（☎ 575-1197）
にお問い合わせください。また、市ホームページに
「自主防災組織結成の手引き」を掲載しています。

　自主防災組織は、住民が連帯して防災活動を行う
組織のことです。平常時は防災訓練や広報活動、災
害時には初期消火や救出・救護などを行います。

自主防災組織はなぜ必要？
　大規模災害の発生時、行政や消防、警察などの公的
機関だけでは、十分な対応ができない可能性がありま
す。このようなとき、住民が協力して地域ぐるみで取
り組むことで有効な対策をとることができます。

自主防災組織

日頃の備えと情報収集を万全に

⬅山舟生防災会の防災訓練

2. 防災マップをチェック
　防災マップでハ
ザードマップ（災
害発生時の被害の
予想範囲を地図化
したもの）や避難
所の場所を確認
しましょう。
　防災マップは市ホームページで
も公開しています。

1. 非常時の持ち出し品を準備
　数日分の水・食品（レトルト食
品や缶詰など）や懐中電灯、携帯
ラジオ、乾電池など、いざという
時にすぐに持ち出せるように準備
しておきましょう。

3.避難情報などを常にチェック
　テレビやラジオなど
で最新の情報を入手
しましょう。災害発
生時には、防災無線
のほか、エリアメー
ル・市の登録制の
メール、市ホームページ・SNS、
市や消防団による車両広報などで
避難情報などを周知します。
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団員インタビュー団員インタビュー
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。

1273 人 被雇用者 
70.4％

（896 人）

平成 30 年 4月 1日時点

図 2　職業別の構成
その他  9.4％ 
          (120 人 )

家族従業者 
10.3％
(131 人 )

自営業者  
9.9％
 (126 人 )

活動にやりがいを感じます
　今年の 4月に入団しました。
以前から入団のお誘いは受けて
いたのですが、仕事に慣れてき
たことや、若手団員が不足して
いることもあって、入団に至り
ました。
　団員になってから、地域の皆
さんとのつながりが強くなった

ように思います。これまでお話をする機会がなかった
方々ともつながりができ、地域の皆さんと活動してい
ることを実感しています。実際の現場にも何度か出動
しましたが、被害を少なく抑えられたときには、本当
に良かったと思いますし、活動にやりがいを感じます。

伊達支団第 2分団
小野  経太さん

地域の力を実感
　普段は看護師として働いてい
ます。消防団の活動に興味があ
り、先輩団員からのお誘いを受
けて入団しました。
　地元で火事が発生したとき、
消火のために現場に向かったの
ですが、他地区の消防団も次々

に応援に駆けつけ、全員で消火活動にあたりました。
その時は、地域の力というものを実感しました。
　訓練は男性と変わらない内容を行うので、なかな
か大変です。しかし、実際に入ってみて初めて学ん
だこと、身につけたことがたくさんあり、安全や防
災に対する認識も変わってきたと思います。

月舘支団第 1分団

髙橋  里
さ と え

枝さん

図 1　団員数、充足率、平均年齢の推移

年度 18年度 27年度 28年度 29年度 30年度

条例定数（人） 1,578 1,515 1,515 1,515 1,515

団員数（人） 1,471 1,325 1,312 1,288 1,273

充足率（%） 93.2 87.5 86.6 85.0 84.0

平均年齢（歳） 38.9 42.4 42.7 43.0 43.4

数値は各年度の 4月 1日時点のもの

女性団員
若手団員
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